
学校番号 ３１５ 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「生物 改訂版」 （啓林館） 

副教材等 フォトサイエンス 生物図録 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生物の成り立ち、構成、遺伝現象、系統分類、進化など、多岐にわたり生物基礎で学習したこと

をより深く、発展させて学習します。専門用語も数多く登場しますので、意味をしっかりと理解

し、さまざまな面で使用できるようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、目的意識をもって観察、

実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を身につけるとともに、生物学のより発展的な

概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な自然界や産業

界に生物学的な事物・

現象に疑問や関心や

探究心をもち、それら

を積極的に科学的態

度で探究しようとす

る。 

自然界や産業界に生

物学的な事物・現象の

中に問題を見出し、観

察･思考実験・実験の

計画とその実施など

を行うとともに、事象

を実証的･論理的にと

らえ、分析的･総合的

に考え、事実を正し

く、科学的に判断でき

る。 

観察・実験の技能を習

得するとともに、生物

学的な事物・現象を科

学的に探究する方法

を身につけ、観察、実

験の過程や結果およ

びそこから導き出し

た考えを的確に表現

できる。 

観察･実験･ディスカ

ッション･授業など

を通し生物学的な事

物・現象に関する基

本的な概念や原理･

法則を科学的に理

解・応用できる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートのワークシー

トの記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートのワークシー

トの記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートのワークシー

トの記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートのワークシー

トの記述 

探求活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

1

学
期 

第
１
部 

生
命
現
象
と
物
質 

第１章 生命と物質 〇    a:タンパク質とＤＮＡを中心

に生命現象に遺伝子がどうか

かわっているのか理解し、発表

することができる。 

b:生命現象にＤＮＡやタンパ

ク質がどのようにかかわって

いるのかを推測し確認する計

画を立て、発表することができ

る。 

c:実験観察を通してタンパク

質の働き、酵素の働き、ＤＮＡ

の抽出などを行う。 

d:生命現象にかかわるタンパ

ク質と構成される細胞小器官

の働き、呼吸、光合成の反応、

ＤＮＡの情報発現、バイオテク

ノロジーおよび減数分裂と遺

伝の法則を理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

第 2 章 代謝  〇 〇 〇 

第 3 章 遺伝現象と物質 〇  〇 〇 

第
２
部 

生
殖
と
発
生 

第１章 有性生殖と染色体の

分配 

〇   〇 

第２章 動物の生殖と発生 〇  〇 〇 

第３章 植物の生殖と発生  〇   

２
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
３
部 

生
物
の
環
境
応
答 

第１章 刺激の受容と反応 〇 〇 〇  a:動植物の発生と進化とのか

かわりや環境刺激に対する反

応にどのような原因があるの

かまた、環境問題や生態系を考

えることが地球環境にどのよ

うにかかわるのかを探求し発

表することができる。 

 

b:どのようなポイントで環境

問題を考えるのかを整理しま

とめていくのかを考察し、発表

することができる。 

 

c:観察実験を通して動植物の

発生のメカニズム、環境応答を

理解し環境問題とのかかわり

にも着目する。 

d:現在の地球の生物が直面し

ているさまざまな環境問題を

整理し地球における生物の存

在意義も考える。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

第２章 動物の行動    〇 

第３章 植物の環境応答   〇  

第
４
部 

生
物
の
進
化
と
系
統 

第１章 生物の進化   〇 〇 

第２章 進化としくみ  〇   

第３章 生物の系統 〇   〇 



３
学
期 

第
５
章 

生
体
と
環
境 

第１章 個体群と生物群集 〇 〇  〇 a:生命の起源と生物の変遷

や、進化がどうかかわっている

のか理解し、発表することがで

きる。 

b:動植物の進化の過程、証拠に

着目して発生のメカニズム、刺

激に対する反応とのかかわり

を探求する手段を考え、発表す

ることができる。 

c:生物の分類表の確認と環境

問題に関する様々なトピック

をニュース素材などから確認

する。 

d: 生物の分類の意義と進化の

歴史的な流れの理解と生物の

発生や刺激に対する反応の理

解が現在の生物の存在にどう

かかわっているのかを理解す

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

第２章 生態系 〇  〇 〇 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


